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石
塚
隼
人
委
員
（
自
民
）　

外
国
人
材
拡
充

の
必
要
性
が
高
ま
る
中
、
金
属
盗
を
は
じ
め

と
す
る
不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の
多

発
に
、
住
民
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
対
策

に
向
け
た
警
察
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

県
民
に
対
す
る
巡
回
連
絡
を

活
用
し
た
情
報
収
集
・
通
報
依
頼
、
東
京
入

国
管
理
局
と
の
合
同
摘
発
に
よ
る
犯
行
前
の

先
制
摘
発
、
緊
急
配
備
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活

用
な
ど
に
よ
る
犯
行
後
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

検
挙
を
３
本
柱
と
し
、
不
法
滞
在
外
国
人
に

よ
る
犯
罪
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
教
員
に
対
す
る
過
度
な
要
求
等

へ
の
取
組
の
現
状
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の

活
用
促
進
な
ど
も
質
疑
）

山
本
美
和
委
員
（
公
明
）　

つ
く
ば
サ
イ
エ

ン
ス
高
校
の
普
通
科
新
設
に
当
た
り
、
従
来

の
科
学
技
術
科
と
併
せ
、
志
願
者
確
保
の
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
対
策
は
。

教
育
長　

新
設
す
る
普
通
科
に
つ
い
て
は
、

文
理
融
合
型
の
学
び
を
目
指
し
た
教
育
課
程

な
ど
、
そ
の
特
色
を
中
学
生
に
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
。
科
学
技
術
科
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
、
在
校
生
と
中
学
生
の
合
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
同
科
で
の
学
び
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
、
一
般
選
抜
だ
け
で
な

く
、
総
合
型
選
抜
な
ど
も
活
用
し
、
生
徒
の

希
望
に
応
じ
た
進
学
を
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立
高
校
の
学
校
図
書
館
、
建

築
物
等
震
災
対
策
事
業
な
ど
も
質
疑
）

長
田
麻
美
委
員
（
維
新
）　

昨
年
６
月
に
牛

久
沼
が
越
水
し
た
要
因
と
そ
れ
に
対
す
る
県

の
対
策
は
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
対
策
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

土
木
部
長　

牛
久
沼
越
水
対
策
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
越
水
の
主
要
因
は
経
年
的
な
地

盤
変
動
に
よ
る
堤
防
の
沈
下
と
確
認
さ
れ
た

た
め
、
県
で
は
堤
防
の
か
さ
上
げ
や
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
一

体
と
な
っ
た
対
策
を
進
め
て
い
る
。
ハ
ー
ド

対
策
は
、
現
在
、
測
量
や
地
質
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
１
年
程
度
を
要
す
る
詳
細

設
計
が
完
了
次
第
、
工
事
に
着
手
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
推
進
、
教
員

の
確
保
お
よ
び
働
き
方
改
革
な
ど
も
質
疑
）

秋
元
勇
人
委
員
（
自
民
）　

本
年
４
月
に

「
茨
城
県
再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
の
適
正

化
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、
課

題
と
な
る
既
存
の
屋
外
保
管
ヤ
ー
ド
へ
の
対

応
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

既
存
事
業
者
な
ど
へ

の
説
明
会
の
開
催
や
把
握
し
た
全
て
の
既
存

ヤ
ー
ド
へ
の
直
接
訪
問
な
ど
、
条
例
の
周
知

徹
底
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
指
導
員
の
増

員
な
ど
立
入
検
査
体
制
を
強
化
し
た
。
今
後
、

保
管
基
準
な
ど
の
遵
守
や
期
限
内
の
届
け
出

提
出
の
指
導
、
改
善
命
令
な
ど
の
行
政
処
分

に
よ
り
、
適
正
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
、

外
国
人
材
関
連
事
業
の
拡
充
な
ど
も
質
疑
）

櫻
井
信
幸
委
員
（
茨
無
会
）　

最
低
賃
金
の

さ
ら
な
る
引
き
上
げ
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

本
県
は
、
経
済
実
態
を
示

す
総
合
指
数
が
全
国
９
位
に
対
し
、
最
低
賃

金
額
が
全
国
15
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、

最
低
賃
金
の
決
定
を
担
う
茨
城
労
働
局
な
ど

に
対
し
て
経
済
実
態
が
正
し
く
反
映
さ
れ
る

よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
。
一
方
、
企
業
の
収

益
力
強
化
に
向
け
た
支
援
も
重
要
で
あ
る
た

め
、
事
業
場
内
の
最
低
賃
金
を
一
定
額
以
上

引
き
上
げ
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
設
備
投

資
を
行
う
企
業
へ
助
成
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
賃
上
げ
を
後
押
し
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
軽
小
型
消

防
自
動
車
の
導
入
促
進
な
ど
も
質
疑
）

髙
安
博
明
委
員
（
国
民
）　

昨
年
６
月
に
巡

回
連
絡
を
活
用
し
た
高
齢
者
総
合
安
全
対
策

の
推
進
が
開
始
し
た
。
今
年
６
月
か
ら
対
象

世
帯
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

１
年
間
の
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

約
49
万
３
千
世
帯
を
訪
問
し
、

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止
対
策
や
歩
行
者
事

故
防
止
対
策
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
出

て
い
る
。
自
転
車
盗
や
新
手
の
犯
罪
に
よ
る

被
害
が
幅
広
い
年
齢
層
に
生
じ
て
い
る
た
め
、

今
年
６
月
か
ら
、
３
年
で
県
内
１
２
３
万
世

帯
の
一
巡
を
目
標
に
、
対
象
者
の
年
齢
な
ど

に
応
じ
た
働
き
掛
け
を
実
施
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
医
師
の
働
き
方
改
革
、
運
送
業

の
業
務
効
率
化
支
援
な
ど
も
質
疑
）

川
口
政
弥
委
員
（
自
民
）　

地
元
の
取
手
市

双
葉
地
区
で
は
、
昨
年
の
大
雨
で
浸
水
被
害

を
受
け
た
。
再
び
出
水
期
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
住
民
の
不
安
払
拭
の
た
め
、
県
は
、
農

業
用
排
水
路
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
で
は
、
湛た

ん

水
被
害
防
止

を
目
的
と
し
た
土
地
改
良
施
設
の
整
備
に
対

し
、
補
助
率
を
上
げ
る
措
置
を
講
じ
た
。
本

年
度
も
、
市
か
ら
の
同
地
区
周
辺
の
農
業
用

排
水
路
の
か
さ
上
げ
要
望
に
対
し
、
県
は
、

必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
。
今
後
も
市
や
土

地
改
良
区
か
ら
の
相
談
内
容
に
応
じ
、
関
係

部
局
と
連
携
し
て
必
要
な
対
応
を
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
貨
物
運
送
事
業
者
等
に
お
け
る

運
送
業
２
０
２
４
年
問
題
対
策
な
ど
も
質
疑
）

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
機
能
維
持
が
必
要
な
医
療
・
社
会
福
祉
施
設
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
、
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
の
促
進
な
ど
、
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
や
人
手
不
足
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
た

事
業
構
造
の
転
換
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
た
令
和
６
年
度
６

月
補
正
予
算
案
（
12
億
２
３
０
０
万
円
の
増
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業

１　

防
災
・
減
災
対
策　

４
億
８
８
０
０
万
円

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
関
連
事
業
（
災
害
発
生
時
に
機
能

維
持
が
必
要
な
病
院
な
ど
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
支
援
）

・
建
築
物
等
震
災
対
策
事
業
（
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
に
お
け
る
耐
震
診
断
の
実
施

経
費
に
対
す
る
補
助
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

な
ど

２　

事
業
構
造
の
転
換
等
の
促
進　

７
億
３
５
０
０
万
円

 

運
送
業
２
０
２
４
年
問
題
対
策
関
連
事
業
（
貨
物
運
送
・
乗
合
バ
ス
事
業
者
が
行
う

Ｄ
Ｘ
な
ど
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
対
す
る
支
援
）

 

重
点
市
場
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
促
進
事
業
（
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
観
光
事
業
者
（
宿
泊
・
交
通
事
業
者
な
ど
）
の
支
援
）

 

花
絶
景
観
光
支
援
事
業
（
花
絶
景
を
切
り
口
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支
援
な
ど
国

内
外
か
ら
の
誘
客
の
促
進
） 

な
ど

令
和
６
年
度
６
月
補
正
予
算
案
が
可
決

休
日
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
活
動
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
理
解
と
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
６
月

８
日
（
土
）
に
「
休
日
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和

３
年
第
４
回
定
例
会
に
第
１
回
を
開
催
し
て
以
降
、
年
に

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

４
回
目
と
な
る
今
回
の
休
日
議
会
で
は
、
本
会
議
を
開

き
、
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
・
質
疑
を
行
う
様
子
を

３
７
０
名
の
方
々
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
議
会
を
傍
聴
し
や
す
く
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
親
子
傍
聴
席
の
設
置
に
加

え
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
議
事
堂
内
で
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
し
た
。

託児サービスの様子 傍聴席と本会議場の様子

予 算 特 別 委 員 会

６
月
17
日（
月
）

石い
し
つ
か塚　

　

隼は
や
と人

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

山や
ま
も
と本　

　

美み

わ和
（
公　
　

明　
　

党
）

長お
さ
だ田　

　

麻ま

み美
（
日
本
維
新
の
会
）

秋あ
き
も
と元　

　

勇は
や
と人

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

櫻さ
く
ら
い井　

　

信の
ぶ
ゆ
き幸

（
茨
城
無
所
属
の
会
）

髙た
か
や
す安　

　

博ひ
ろ
あ
き明

（
国
民
民
主
党
）

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
疑
者

予 算 特 別 委 員 会

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=168

こちらから▲
録画映像で
ご覧になれます。


